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第７章　イベント紹介

7.1　「先駆的科学計算に関するフォーラム 2017
　　　～先端的計算科学研究プロジェクト成果報告 plus a bit extra ～」

　2017年4月28日（金）に九州大学情報基盤研究開発センターにおいて、最新のハイパフォーマンス

コンピューティング (HPC) に関する先端的研究成果の紹介や研究用計算機システム利用者の情報交

換の場として、標記フォーラムを開催しました。今回は、平成28年度先端的計算科学研究プロジェク

ト成果報告を採択者の方に行っていただくとともに、新スーパーコンピュータシステムの概要紹介を

行いました。フォーラムには技術スタッフ、センター運用関係者も出席し、熱心な質疑応答が交わさ

れました。

　「フォーラムプログラム」

・10:20-10:30  挨拶

・10:30-10:50  安倍 賢一（九州大学 大学院工学研究院）

　　　　　　　�「壁面乱流特性スケールを反映した LES/RANS ハイブリッドモデルによる自動車空気力

学における流体現象の予測精度改善の検証」

・10:50-11:10  古山 通久（九州大学 稲盛フロンティア研究センター）

　　　　　　　�「固体酸化物形燃料電池電極における網羅的安定表面構造の探索と酸素解離反応機構の

解析」

・11:10-11:30  難波 優輔（九州大学 稲盛フロンティア研究センター）

　　　　　　　「大規模第一原理計算を用いた担時金属ナノ粒子の電子状態解析」

・11:30-11:50  石元 孝佳（九州大学 稲盛フロンティア研究センター）

　　　　　　　「大規模計算を活用した金属ナノ粒子の機能発現機構に関する第一原理計算」

　－ 昼 食 －

・13:00-13:20  近藤 正章，坂本 龍一 （東京大学 大学院情報理工学系研究科）

　　　　　　　「大規模スーパーコンピュータにおける電力資源管理システムのスケーラビリティ評価」

・13:20-13:40  井上 弘士, 小野 貴継（九州大学 大学院システム情報科学研究院）

　　　　　　　「スーパーコンピュータにおける電力性能最適化フレームワークの評価」

・13:40-14:00  柴村 英智（九州先端科学技術研究所）

　　　　　　　「エクサスケール向け通信ライブラリACP の性能評価と高度利用技術の実証実験」

　－ 休 憩 －

・14:10-14:30  高橋 裕介（北海道大学 大学院工学研究院）

　　　　　　　�「地球大気再突入時における小型衛星の空力加熱・電磁波挙動解析に対する CFD-

FDTD ソルバーの特性評価」

・14:30-14:50  荻野 正雄（名古屋大学 情報基盤センター）

　　　　　　　「沿岸構造物における FEM-SPH 法による大規模シミュレーション」

・14:50-15:10  山田 和豊（九州大学 大学院工学研究院）
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　　　　　　　「格子ボルツマン法を用いた最適設計ファンの空力性能・騒音評価」

　－ 休 憩 －

・15:20-15:40  古川 雅人，齋藤 誠志朗（九州大学 大学院工学研究院）

　　　　　　　「遷音速軸流圧縮機における衝撃波を伴う複雑内部流動現象の解明」

・15:40-16:00  大川 恭行（九州大学 生体防御医学研究所）

　　　　　　　�「大規模情報処理パイプラインによる次世代シークエンサーによるエピゲノム解析」

　－ 休 憩 －

・16:05-16:30 「新スーパーコンピュータシステムの紹介」

 　　　　　　 [内容]2017年10月運用開始予定の新スーパーコンピュータシステムの概要を紹介します。

・16:30-16:45 （自由討論）
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第 回 国際会議（ ）

「第 回 国際会議（ ）」

平成 年 月 日から 日間、九州大学西新プラザで、第 回 国際会議

を主催しました。岡村教授が を拝命し、

約１年の準備期間を経て開催しました。 は、日本、韓国、中国が中心となって、新世代インターネッ

トに必要な新しい技術を議論する国際会議で、 年以上続いています。共催は、その母体であるアジア

新世代インターネットプロジェクト 、 プロジェクト、学術振興会・インターネット技術第

委員会 略称 、そして会議で採録された論文が掲載される でした。

今年の の主なテーマはトラフィック計測と解析、ネットワークプロトコルと運用、そして新世代イ

ンターネットのアプリケーションでした。基調講演は、東京大学・中尾彰宏教授による「 ネットワー

ク」と韓国 ・ 博士による「移動体通信」で、それぞれ非常に興味深い内容でした。そ

のほか、ショートペーパーによるシニア研究者の奥の深い講演や、若い学生用のポスターセッションも設

けられました。写真は で挨拶をする の岡村教授と、 の慶応大学・

植原啓介先生です。短い 日間でしたが、アジアの最先端のネットワーク技術を研究する研究者が集ま

り、非常に内容の濃い議論を行うことができました。

7.2 「第12回CFI 国際会議（CFI2017）」

 平成29年6月15日から 2日間、九州大学西新プラザで、第12回CFI 国際会議(The 12th International 

Conference on Future Internet Technologies) を主催しました。岡村教授が General Char を拝命し、約１年

の準備期間を経て開催しました。CFI は、日本、韓国、中国が中心となって、新世代インターネットに

必要な新しい技術を議論する国際会議で、10年以上続いています。共催は、その母体であるアジア新世

代インターネットプロジェクト(AsiaFI)、WIDE プロジェクト、学術振興会・インターネット技術第163

委員会 (略称: ITRC)、そして会議で採録された論文が掲載される ACM SIGCOMM でした。

　今年の CFI の主なテーマはトラフィック計測と解析、ネットワークプロトコルと運用、そして新世代

インターネットのアプリケーションでした。基調講演は、東京大学・中尾彰宏教授による「5G ネットワー

ク」と韓国KAIST・Song Chong 博士による「移動体通信」で、それぞれ非常に興味深い内容でした。そ

のほか、ショートペーパーによるシニア研究者の奥の深い講演や、若い学生用のポスターセッションも

設けられました。写真は Opening で挨拶をする General Chair の岡村教授と、Program Chair の慶応大学・

植原啓介先生です。短い 2日間でしたが、アジアの最先端のネットワーク技術を研究する研究者が集まり、

非常に内容の濃い議論を行うことができました。
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7.3 フォーラム「粒子法による流体シミュレーションの並列化技術」

　2017年8月21日（月）に九州大学情報基盤研究開発センターにおいて、粒子法による流体シミュレー

ションを並列計算する技術に関するフォーラムを開催しました。粒子法は流体をメッシュを用いて離

散化するのではなく、多数の仮想的な粒子の集まりとみなして離散化する数値シミュレーション手法

の 1 つです。メッシュによる方法に対して、境界が大きく変形する場合でも取り扱えるなどの特徴が

あります。本フォーラムでは、様々な分野で大規模粒子法シミュレーションに取り組まれている研究

者の皆様に、粒子法の並列化技術を紹介していただきました。当日は 17名の参加があり、熱心な質疑

応答が交わされました。

　「フォーラムプログラム」

・13:00-13:05 挨拶

・13:05-13:45 青木 尊之（東京工業大学 学術国際情報センター）

　　　　　　　「空間充填曲線を用いた動的負荷分散による大規模粒子法シミュレーション」

・13:45-14:25 西浦 泰介（海洋研究開発機構）

　　　　　　　「動的負荷分散手法による SPH と DEM の大規模並列化技術とその適用例」

・14:25-15:05 室谷 浩平（鉄道総合技術研究所）

　　　　　　　「鉄道を対象とした粒子シミュレーションの取り組み」

　－ 休 憩 －

・15:20-16:00 斎藤 貴之（東京工業大学 地球生命研究所）

　　　　　　　「並列N 体/DISPH 銀河形成シミュレーションコード ASURA」

・16:00-16:40 薄田 竜太郎（九州大学 情報基盤研究開発センター）

　　　　　　　「粒子系シミュレーションにおける高効率な粒子データ通信」
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7.4 シンポジウム「HPC と IoT - 観測・計測系 IoT と HPC を繋ぐ -」

　2017年8月25日（金）に九州大学情報基盤研究開発センターにおいて、HPC と IoT に関するシンポ

ジウムを開催しました。近年あらゆるものをインターネットに繋げることで新しいサービスや価値を

生み出す動きがあります。そのインターネットに繋がる機器、IoT デバイスですが、特別なものでは無

く観測機器や計測機器などこれまで利用されてきた機器も IoT デバイスの一つと考えられます。この

観測・計測機器は学術利用から企業利用、社会利用など様々な分野で利用されていますが、近年の情

報技術や情報資源をうまく活用できていない面もあります。本シンポジウムは、観測・計測と情報技

術や情報資源を繋ぐことで、新しい利用法や価値を生み出すきっかけとなることを期待して企画した

ものです。当日は 19名の参加があり、研究における観測・計測の取り組みについて 4名の研究者に紹

介して頂くとともに、参加者全員で、今後期待される HPC 基盤との繋がりについて議論しました。

　「シンポジウムプログラム」

・13:30-13:35 挨拶

・13:35-14:05 小竹 論季（三菱電機株式会社 情報技術総合研究所）

　　　　　　　「風計測ライダの開発とその適用」

・14:05-14:35 内田 孝紀（九州大学 応用力学研究所）

　　　　　　　「九州大学伊都キャンパスの数値風況診断 - 椎木講堂から大型レンズ風車まで -」

・14:35-15:05 本田 匠（理化学研究所 計算科学研究機構）

　　　　　　　「気象における最新のメソスケールデータ同化」

　－ 休 憩 －

・15:30-16:00 鈴木 臣（愛知大学 地域政策学部）

　　　　　　　「超高層大気イメージング観測の超多地点展開」

・16:00-16:30 深沢 圭一郎（京都大学 学術情報メディアセンター） 

　　　　　　　「HPC 基盤での計測・観測データの高効率転送と解析、保存」

・16:30-17:00 （自由討論）
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「国際会議 における研究開発展示」

は毎年米国で開催されている国際会議で、参加者は ～ 人と非常に多く、また参加する

研究機関および企業も世界中から集まる、情報関連分野では世界最大規模のイベントです。 は、米

国 州の州都 市で開催されました。表１に の会議場や会期、および九州大学ブース

の情報を記載します。

 
表１：SC17 概要および九州大学ブース情報 

SC17 Web Site http://sc17.supercomputing.org/ 
場所 Colorado Convention Center (Denver, Colorado, USA) 
SC17 期間 2017 年 11 月 12 日（日）～17 日（金） 
Exhibition 期間 2007 年 11 月 13 日（月）～16 日（木） 
九大ブース No. 2137 (20x20 フィート) 

 
の会議トピックは大規模計算や高性能の計算機、ネットワークやストレージと多岐にわたっていま

す。 には主な行事として、研究論文の 、最新技術に関する 、テーマを絞

って開催される や 、さらに、企業や研究機関が展示ブースを並べて商

品や研究成果を紹介する があります。当センターは、改組前の情報基盤センターであった

年から、ほぼ毎年、九州大学の展示ブースを設営し、九州大学における計算科学および計算機科学に関

する研究成果や、稼働している計算機資源などを紹介しています。
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「国際会議 における研究開発展示」

は毎年米国で開催されている国際会議で、参加者は ～ 人と非常に多く、また参加する

研究機関および企業も世界中から集まる、情報関連分野では世界最大規模のイベントです。 は、米

国 州の州都 市で開催されました。表１に の会議場や会期、および九州大学ブース

の情報を記載します。

 
表１：SC17 概要および九州大学ブース情報 

SC17 Web Site http://sc17.supercomputing.org/ 
場所 Colorado Convention Center (Denver, Colorado, USA) 
SC17 期間 2017 年 11 月 12 日（日）～17 日（金） 
Exhibition 期間 2007 年 11 月 13 日（月）～16 日（木） 
九大ブース No. 2137 (20x20 フィート) 

 
の会議トピックは大規模計算や高性能の計算機、ネットワークやストレージと多岐にわたっていま

す。 には主な行事として、研究論文の 、最新技術に関する 、テーマを絞

って開催される や 、さらに、企業や研究機関が展示ブースを並べて商

品や研究成果を紹介する があります。当センターは、改組前の情報基盤センターであった

年から、ほぼ毎年、九州大学の展示ブースを設営し、九州大学における計算科学および計算機科学に関

する研究成果や、稼働している計算機資源などを紹介しています。

 
 

7.5  「国際会議SC17 Exhibition における研究開発展示」

SC17

　SC は毎年米国で開催されている国際会議で、参加者は 12,000～13,000人と非常に多く、また参加す

る研究機関および企業も世界中から集まる、HPC（High Performance Computing）分野では世界最大規模

のイベントです。SC17 は、米国Colorado 州の州都Denver 市で開催されました。表１に SC17 の会議場

や会期、および九州大学ブースの情報を記載します。

　SC の会議トピックは大規模計算や高性能の計算機、ネットワークやストレージと多岐にわたってい

ます。SC には主な行事として、研究論文の Technical Program、最新技術に関する Tutorial、テーマを絞っ

て開催される Workshop や BoF(Birds of Feather)、さらに、企業や研究機関が展示ブースを並べて商品

や研究成果を紹介する Exhibition があります。当センターは、改組前の情報基盤センターであった 2003

年から、ほぼ毎年、九州大学の展示ブースを設営し、九州大学における計算科学および計算機科学に

関する研究成果や、稼働している計算機資源などを紹介しています。

－106－

第７章　イベント紹介



国際会議 における研究開発展示

 

  

  

  

Exhibition の様子 
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展示ポスター 

九州大学ブースでは、下記の６種の展示を行いました。 
(1)  Introduction of Supercomputer System ITO  
(2)  Parallel computing on current parallel processors - multi-core CPU, many-core architecture, 

and GPU 
(3)  Power-Performance Optimization Framework for Power-Constrained HPC Systems 
(4)  Performance Evaluation of Graph500 considering CPU-DRAM Power Shifting 
(5)  PGAS-based Communication Library: ACP (Advanced Communication Primitives) 

 
(1) Introduction of Supercomputer System ITO 

  
 

◦展示ポスター

　 九州大学ブースでは、下記の６種の展示を行いました。

　 (1) Introduction of Supercomputer System ITO 

　 (2) �Parallel computing on current parallel processors - multi -core CPU, many-core architecture, and 

GPU

　 (3) �Power-Performance Optimization Framework for Power-Constrained HPC Systems

　 (4) Performance Evaluation of Graph500 considering CPU-DRAM Power Shifting

 　(5) PGAS-based Communication Library: ACP (Advanced Communication Primitives)
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国際会議 における研究開発展示

 

(2) Parallel computing on current parallel processors - multi-core CPU, many-core architecture, and 
GPU 
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(3) Power-Performance Optimization Framework for Power-Constrained HPC Systems 
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国際会議 における研究開発展示

 

(4) Performance Evaluation of Graph500 considering CPU-DRAM Power Shifting 
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(5) PGAS-based Communication Library: ACP (Advanced Communication Primitives) 
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国際会議 における研究開発展示

 

おわりに 

展示会では九大ブースへ多数の訪問があり、それぞれの研究成果や、新しいスーパーコンピュー

タシステム に関して、活発な議論や情報交換を行えました。また、当センターの 参加者も、他

のブースから様々な最新の研究開発動向および企業の最新製品を知ることができ、今後の研究開発およ

びセンターサービスのための知見を得ることが出来ました。

次の は、米国 州の 市にある にて開催予

定です。 でも九州大学ブースとして展示予定です。

表２：SC18 概要および展示予定ブース 
SC18 Web Site http://sc18.supercomputing.org/ 
場所 Kay Bailey Hutchison Convention Center (Dallas, 

Texas, USA) 
SC18 期間 2018 年 11 月 11 日（日）～16 日（金） 
Exhibition 期間 2018 年 11 月 12 日（月）～15 日（木） 
九大ブース No. 2815 (20x20 フィート) 

 

おわりに

　SC17展示会では九大ブースへ多数の訪問があり、それぞれの研究成果や、新しいスーパーコンピュー

タシステム ITO に関して、活発な議論や情報交換を行えました。また、当センターの SC17参加者も、

他のブースから様々な最新の研究開発動向および企業の最新製品を知ることができ、今後の研究開発

およびセンターサービスのための知見を得ることが出来ました。

　次の SC18 は、米国Texas州の Dallas 市にある Kay Bailey Hutchison Convention Center にて開催予定で

す。SC18 でも九州大学ブースとして展示予定です。
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「新スーパーコンピュータシステム 完成記念式典」

年 月 日（月）、九州大学伊都キャンパスの稲盛財団記念館稲盛ホールにおいて、同年 月に

本運用を開始した新スーパーコンピュータシステム の完成記念式典を挙行しました。式典には、学

内外から 名の皆様にご参加いただきました。

は、従来の科学技術シミュレーション向けの大規模並列計算システムだけでなく、対話的な利用

が可能なプライベートクラウド環境であるフロントエンドサーバ群や、 等のビッグデータを扱うデー

タサイエンス分野で活用が広がっている を大量に搭載したノード群等、さらに の高速ファイ

ルシステムが、相互に高速インターコネクトで接続された構成となっています。このため、国の第 期

科学技術基本計画に示された超スマート社会の実現に向けた活用も期待されています。

 新スーパーコンピュータシステム 完成記念式典 式次第

式辞

九州大学情報基盤研究開発センター長 谷口 倫一郎

挨拶

九州大学総長 久保 千春

九州大学理事・副学長 安浦 寛人

来賓祝辞

文部科学省研究振興局参事官（情報担当） 原 克彦 様

東京大学情報基盤センター長、学際大規模情報基盤

共同利用・共同研究拠点総括拠点長 中村 宏 様

理化学研究所計算科学研究機構長 平尾 公彦 様

富士通株式会社代表取締役社長 田中 達也 様

紹介

九州大学情報基盤研究開発センター副センター長 小野 謙二

 

 
谷口センター長による式辞 久保総長による挨拶 

 
久保総長による挨拶谷口センター長による式辞

7.6　「新スーパーコンピュータシステム“ITO”完成記念式典」
�

　2018年2月5日（月）、九州大学伊都キャンパスの稲盛財団記念館稲盛ホールにおいて、同年1月に

本運用を開始した新スーパーコンピュータシステム ITO の完成記念式典を挙行しました。式典には、

学内外から 105名の皆様にご参加いただきました。

�　ITO は、従来の科学技術シミュレーション向けの大規模並列計算システムだけでなく、対話的な利

用が可能なプライベートクラウド環境であるフロントエンドサーバ群や、AI 等のビッグデータを扱

うデータサイエンス分野で活用が広がっている GPU を大量に搭載したノード群等、さらに 24PB の

高速ファイルシステムが、相互に高速インターコネクトで接続された構成となっています。このため、

国の第5期科学技術基本計画に示された超スマート社会の実現に向けた活用も期待されています。

新スーパーコンピュータシステム“ITO”完成記念式典 式次第

	 式辞

		  九州大学情報基盤研究開発センター長	 谷口　倫一郎

	 挨拶

		  九州大学総長	 久保　千春

		  九州大学理事・副学長	 安浦　寛人

	 来賓祝辞

		  文部科学省研究振興局参事官（情報担当）	 原　　克彦　様

		  東京大学情報基盤センター長、学際大規模情報基盤

		  共同利用・共同研究拠点総括拠点長	 中村　宏　　様

		  理化学研究所計算科学研究機構長	 平尾　公彦　様

		  富士通株式会社代表取締役社長	 田中　達也　様

	 ITO 紹介

		  九州大学情報基盤研究開発センター副センター長	 小野　謙二
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新スーパーコンピュータシステム 完成記念式典

 

 
安浦理事・副学長による挨拶   原文部科学省研究振興局参事官 情報担当

による祝辞 

 
中村東京大学情報基盤センター長、学際大規模情報 平尾理化学研究所計算科学研究機構長

基盤共同利用・共同研究拠点総括拠点長による祝辞 による祝辞 

 
田中富士通株式会社代表取締役社長による祝辞 小野 謙二副センター長による ITO の紹介 

 

原文部科学省研究振興局参事官

　　　 (情報担当)による祝辞

安浦理事・副学長による挨拶

    平尾理化学研究所計算科学研究機構長

　  による祝辞

中村東京大学情報基盤センター長、学際大規模情報

基盤共同利用・共同研究拠点総括拠点長による祝辞

小野　謙二副センター長による ITO の紹介田中富士通株式会社代表取締役社長による祝辞
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また、式典に引き続き、上田修功理化学研究所革新知能統合研究センター副センター長による、 
「スーパーコンピュータと人工知能技術の融合によるシミュレーション科学」と題した講演が行われ、

スーパーコンピュータを活用した人工知能技術について最新の知見を得ることができました。 

 
 

 
上田修功理化学研究所革新知能統合研究センター副センター長による講演 

 

　また、式典に引き続き、上田修功理化学研究所革新知能統合研究センター副センター長による、「スー

パーコンピュータと人工知能技術の融合によるシミュレーション科学」と題した講演が行われ、スーパー

コンピュータを活用した人工知能技術について最新の知見を得ることができました。

上田修功理化学研究所革新知能統合研究センター副センター長による講演
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新スーパーコンピュータシステム 完成記念式典

 

なお、式典に先立って、九州大学情報基盤研究開発センター計算機室において、ITO の見学会を行い

ました。見学では、計算機とディスク装置を搭載したラック群、計算機を効率よく冷却する水冷装置、

システム全体を相互結合する高速インターコネクト装置等の設備や、システム構築時の動画をご覧頂き

ました。見学会には 67 名の方にご参加頂き、熱心な質問を多数頂きました。 

 
 

 
ITO の見学の様子 
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また、式典に引き続き、上田修功理化学研究所革新知能統合研究センター副センター長による、 
「スーパーコンピュータと人工知能技術の融合によるシミュレーション科学」と題した講演が行われ、

スーパーコンピュータを活用した人工知能技術について最新の知見を得ることができました。 

 
 

 
上田修功理化学研究所革新知能統合研究センター副センター長による講演 

 

　なお、式典に先立って、九州大学情報基盤研究開発センター計算機室において、ITO の見学会を行い

ました。見学では、計算機とディスク装置を搭載したラック群、計算機を効率よく冷却する水冷装置、

システム全体を相互結合する高速インターコネクト装置等の設備や、システム構築時の動画をご覧頂き

ました。見学会には 67名の方にご参加頂き、熱心な質問を多数頂きました。

ITO の見学の様子
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情報基盤課全国共同利用担当
092-802-2683 zenkoku-kyodo@iii.kyushu-u.ac.jp

https://www.cc.kyushu-u.ac.jp/scp/
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7.5　「イベントポスター一覧」
　2017 年度は、講演会・セミナー・フォーラムなど計 13 件のイベントを開催しました。

2017 年　４月 2017 年　５月

2017 年　7月2017 年　６月

2017 年　7月 2017 年　8月

第 7章　イベント紹介

7.7  「イベントポスター一覧」

　2017年度に開催した講演会・セミナー・フォーラムなどイベントに関するポスター13件を掲載して

います。

2017 年　４月 2017 年　５月

2017 年　６月 2017 年　７月

2017 年　７月 2017 年　８月
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2017 年　8月 2017 年　8月

2017 年　10 月

3 162018.

SYSTEM

2018 年　3月

2017 年　８月 2017 年　８月

2017 年　10 月

2018 年　３月
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